
伺
志
社
の
学
術
・
交
化
刊
行
物

,
同
志
社
女
學
校
期
邦

鯛
一
廿
七
一
興
一
脚
設
冥

▼

女
學
校

一
、
序

本
誌
は
、
一
八
九
四
(
明
治
二
七
)
年
か
ら
一
九
四

二
粛
和
一
七
)
年
ま
で
の
、
ほ
ぽ
半
世
紀
に
わ
た
る

膨
戡
"
學
同
窓

鼠

同
志
社
女
子
部
(
現
在
の
女
子
中
・
高
校
な
ら
び
に
女
子

大
学
の
前
身
)
の
古
き
良
き
時
代
の
面
影
を
伝
え
る
貴

重
な
資
料
で
あ
り
、
女
子
部
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。

に
際
し
、
数
少
な
い
卒
業
生
、
在
校
生
は
、
常
に
心

を
痛
め
、
卒
先
し
て
寄
附
を
企
て
、
募
金
を
行
い
、

そ
の
存
続
を
計
っ
た
。

こ
の
母
校
を
思
う
熱
意
と
行
動
は
、
や
が
て
具
体

的
、
恒
常
的
な
も
の
へ
と
結
実
し
た
。
す
な
わ
ち
、

一
八
九
三
(
明
治
三
ハ
)
年
六
月
、
第
一
 
0
回
の
卒
業

式
を
期
に
、
同
窓
生
を
中
心
と
す
る
九
六
名
の
も
の

は
同
志
社
女
学
校
同
窓
会
の
創
設
を
計
り
、
六
月
二

八
日
、
そ
の
創
立
総
会
を
開
く
に
至
っ
九
の
で
あ
る
。

席
上
、
「
会
員
相
互
の
交
誼
を
親
密
に
し
、
且
同

志
社
女
学
校
の
益
を
計
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
会

則
を
定
め
、
役
員
の
選
出
を
行
う
と
共
に
、
同
窓
会

独
自
の
事
業
と
し
て
「
新
島
文
庫
」
の
運
営
を
行
い

併
せ
て
「
毎
期
一
回
、
女
学
校
及
同
窓
会
の
報
告
を

出
版
し
て
会
員
に
配
布
す
る
こ
と
」
を
決
議
し
た
。

『
伺
志
社
同
窓
会
期
報
』
は
、
こ
の
決
定
に
も
と

づ
い
て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
号
は
、

八

こ

九
四
爾
治
二
七
)
年
一
月
一
日
に
弧
々
の
声
を
あ
げ

た
。

ニ
、
誕
生

同
志
社
百
年
の
歴
史
は
、
決
し
て
平
担
な
も
の
で

し
か

は
な
か
っ
た
。
女
学
校
の
歴
史
も
ま
た
然
り
で
あ

る
。
一
八
七
七
爾
治
一
9
 
年
に
創
立
さ
れ
た
女
学

校
は
、
一
八
八
五
爾
治
一
八
)
年
、
お
よ
び
一
八
九

0
 
(
明
治
三
己
年
に
は
、
廃
校
も
や
む
な
し
と
思
わ

れ
る
ほ
ど
の
危
機
に
直
面
し
た
。
こ
の
よ
う
な
危
機

Ξ
、
性

本
誌
は
、
誌
名
を
『
同
志
社
女
学
校
期
報
』
と
ぅ

た
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
同
窓
会
が
そ
の
事
業
の

一
環
と
し
て
発
刊
し
九
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
女
学

同.

^

ネ王

"゛、

鞭
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校
の
会
報
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

第
言
方
か
ら
第
二
合
ぢ
ま
で
、
毎
号
、
表
紙
裏
の
右

上
、
目
次
の
す
ぐ
前
に
「
本
誌
の
性
質
」
と
題
す
る

次
の
よ
う
な
文
章
に
ょ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
「
此
期

報
は
同
志
社
女
学
佼
の
名
を
冠
す
れ
ど
も
其
実
女
学

校
を
代
表
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
常
に
校
内
の
同
窓

会
が
本
校
教
師
と
謀
り
、
一
年
二
同
発
刊
し
一
に
は

校
内
の
事
変
を
報
告
し
て
之
に
対
す
る
同
惰
を
養
ひ

一
に
は
各
自
の
消
息
を
交
換
し
て
其
親
睦
を
全
ふ
す

る
も
の
な
り
」
0

か
く
て
、
本
誌
、
第
言
万
を
見
る
と
、
巻
頭
に
、

「
期
報
L
 
と
し
て
、
女
学
校
教
頭
、
松
浦
政
泰
の
筆

に
成
る
「
同
志
社
女
学
校
の
特
質
」
と
題
す
る
一
文

を
は
じ
め
、
「
論
説
」
と
し
て
、
女
学
校
内
で
行
わ

れ
た
坪
内
雄
威
箔
巡
の
「
女
子
と
文
学
L
 
お
よ
び

蔵
原
惟
郭
の
「
女
子
教
育
の
方
針
L
 
と
い
う
二
つ
の

講
演
筆
記
原
稿
、
さ
ら
に
は
、
「
雑
録
L
、
「
記
事
L

と
し
て
「
夏
期
伝
道
報
告
」
な
ど
学
内
の
近
況
を
伝

え
る
も
の
や
、
同
窓
会
お
よ
び
同
窓
会
員
の
消
息
な

ど
、
同
窓
生
た
ち
が
、
こ
の
小
冊
子
を
手
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
な
が
ら
校
内
に
あ
る
が
ご
と
き
感

を
持
ち
、
母
校
愛
の
お
の
ず
か
ら
湧
き
出
で
る
よ
う

編
集
さ
れ
て
い
る
。
本
誌
の
こ
の
よ
う
な
形
態
あ
る

い
は
役
割
は
、
そ
の
後
、
五
0
年
に
及
ぷ
歴
史
の
中

に
、
ほ
ぽ
一
貫
し
て
存
在
し
続
け
て
い
る
。

本
誌
発
行
の
た
め
の
経
費
は
、
同
窓
会
の
会
則
第

七
条
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
、
年
一
八
銭
の
出
版
費

の
会
員
負
担
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。
ち
な

み
に
、
第
三
回
の
同
窓
会
大
会
に
お
け
る
会
計
報
告

を
見
る
と
、
第
一
号
、
第
二
号
の
出
版
経
費
一
四
円

四
0
銭
の
う
ち
、
三
円
九
0
銭
は
、
前
記
の
会
費

収
入
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
九
。

四
、
沿
革

本
誌
初
代
の
編
集
人
は
、
同
窓
会
の
役
員
の
一
人

竹
内
多
計
子
で
あ
っ
九
。
し
か
し
、
第
三
号
以
降
は

第
言
方
か
ら
の
発
行
人
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
松

浦
政
泰
が
兼
ね
る
よ
う
に
な
り
、
一
六
号
ま
で
続
い

て
い
る
。

一
九
0
一
(
明
治
三
巴
年
、
松
浦
が
病
を
得
て
東

上
し
た
後
は
、
大
塚
素
(
一
七
号
)
、
青
木
澄
十
郎
(
一

八
号
)
、
千
葉
勇
五
郎
(
一
九
号
か
ら
一
三
号
)
、
和
田
琳

熊
(
一
三
号
か
ら
二
四
号
)
、
中
瀬
古
六
郎
全
五
号
か
ら

三
三
号
)
と
、
歴
代
の
教
頭
あ
る
い
は
校
長
が
、
そ

の
役
割
を
担
当
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に

編
集
人
は
次
々
と
変
わ
っ
て
も
、
編
集
方
針
は
、
す

で
に
述
べ
た
松
浦
の
基
本
路
線
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま

ま
受
け
継
い
で
お
り
、
変
化
と
し
て
は
、
和
田
時
代

の
二
三
号
か
ら
口
絵
写
条
入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
二
四
号
が
女
学
校
設
立
三
十
周
年
を
悪
す
る

も
の
と
し
て
、
従
来
の
現
状
報
告
に
止
ま
ら
ず
、
「
同

志
社
女
学
校
三
十
年
略
史
」
(
和
邑
な
ど
歴
史
的
な
記

事
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

中
瀬
古
時
代
に
は
、
新
九
に
「
説
苑
」
(
の
ち
に
は
「
論

説
ヒ
欄
が
設
け
ら
れ
、
女
学
校
教
員
な
ど
の
署
名
原

稿
が
採
用
さ
れ
は
じ
め
た
。
ち
な
み
に
、
二
五
号
に

は
、
国
箔
当
の
藤
井
寅
一
の
「
京
都
と
美
的
生
活

と
」
お
よ
び
東
西
文
学
史
担
当
の
高
安
月
郊
の
「
細

川
越
中
守
の
北
の
方
」
が
掲
戯
さ
れ
て
い
る
。

第
三
四
号
か
ら
は
、
従
来
の
教
頭
、
校
長
に
代
わ

つ
て
、
新
た
に
同
窓
会
長
に
就
任
し
た
松
田
道
が

編
集
兼
発
行
人
と
な
り
、
内
容
も
次
第
に
、
同
窓
会

期
報
と
一
言
う
ぺ
き
色
合
い
を
濃
く
す
る
よ
う
に
な
っ

ナ

し
か
し
、
松
田
の
後
を
う
け
て
中
目
滝
子
が
同
窓

会
長
に
つ
き
、
期
扱
の
編
集
責
任
者
と
な
っ
て
間
も

な
く
、
一
九
一
七
矣
正
ハ
)
年
、
女
学
校
に
教
職
員

と
学
生
を
構
成
メ
ン
パ
ー
と
し
、
校
長
を
名
誉
会
長

(
の
ち
に
会
長
)
と
す
る
学
友
会
が
生
ま
れ
、
鬻
も
学

友
会
と
同
窓
会
の
二
者
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
る
運
び

と
な
っ
九
。

こ
れ
と
共
に
、
紙
面
に
、
教
員
の
署
名
原
稿
も
次
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第
に
ふ
ぇ
は
じ
め
、
従
来
の
広
報
、
親
睦
誌
的
性
格

に
学
鯨
叫
的
な
色
彩
が
加
味
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

九
。
そ
し
て
、
誌
名
も
、
第
五
五
号
よ
り
、
『
同
志
社

同
窓
会
、
学
友
会
期
報
』
と
変
わ
り
、
表
紙
の
発
行

者
を
示
す
文
字
も
同
志
社
女
学
校
同
窓
会
か
ら
同
志

社
女
子
専
門
学
校
、
同
志
社
高
等
女
学
部
に
変
わ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
一
九
三
五
凾
和
一
9
 
年

の
「
創
立
六
0
周
年
記
念
号
」
(
第
六
盲
ぢ
)
ま
で
で
終

わ
り
、
六
二
号
か
ら
は
『
同
志
社
同
窓
会
報
』
と
な

り
、
ま
た
も
や
同
窓
会
、
単
独
の
も
の
と
い
う
体
裁

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
本
誌
も
、
強
ま
る
軍
事
体
制
の
下
で
次

第
に
戦
時
色
を
深
め
な
が
ら
も
、
戦
争
の
激
化
す
る

中
で
、
用
紙
の
入
手
が
困
難
と
な
り
、
一
九
四
二

凾
和
一
七
)
年
、
つ
い
に
休
刊
の
や
む
な
き
に
至
っ

ナ

改
進
の
大
事
業
」
に
参
与
し
う
る
女
子
の
養
成
に
あ

つ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
故
新
島
襄
先
生
、
・
・
:
・
・
世
人
の
女
子
教
*
門
に
対
す

る
観
念
の
尚
粳
綾
た
り
し
と
き
、
早
く
己
に
国
家
改

進
の
大
事
業
の
、
鬚
眉
男
子
の
手
に
の
み
委
す
べ
か

ら
ず
し
て
、
巾
噛
の
織
手
亦
之
に
与
て
始
て
功
を
全

ふ
す
べ
き
を
看
破
せ
ら
れ
、
茲
に
我
同
志
社
女
学
校

を
開
か
る
」
と
。
ま
九
、
杉
浦
は
、
教
頭
と
し
て
、

「
我
校
の
特
質
と
許
し
、
特
質
た
ら
し
め
ん
と
す
る

所
の
点
」
を
次
の
五
つ
に
要
約
し
て
い
る
。
①
「
新

1

島
先
生
の
精
神
、
信
仰
、
品
格
、
主
義
L
 
の
継
承
。

②

「
外
、
温
順
に
し
て
、
内
、
堅
固
な
る
」
人
物
の

養
成
。
③
「
風
儀
の
質
素
」
。
④
「
形
式
に
於
て
我

)3

国
在
来
の
慣
習
に
学
び
、
精
神
に
於
て
西
洋
文
物
に

則
る
L
 
教
育
。
⑤
真
正
の
「
蓉
教
主
義
」
の
実
践

で
あ
る
。

さ
ら
に
第
二
号
の
「
資
金
蒙
趣
意
書
」
に
も
、

「
我
校
が
現
に
執
る
所
の
方
針
は
・
・
・
・
・
・
中
庸
に
在
り

一
方
に
は
単
に
優
美
な
る
人
形
を
造
出
す
る
に

満
足
せ
ず
多
少
邦
家
の
改
良
に
一
臂
を
揮
ふ
べ
き
技

倆
を
備
ふ
る
女
子
を
陶
冶
す
る
と
共
に
夫
の
偏
僻
な

る
弊
風
を
脱
し
て
真
に
我
国
の
需
要
に
適
切
な
る
人

物
を
出
さ
ん
と
す
る
に
在
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
女
子
部
の
教
育
理
念
は
、
や
が
て
一

五
、
内
容

本
曹
、
同
志
社
女
子
部
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
教

育
理
念
を
知
る
た
め
の
良
き
指
針
と
な
り
う
る
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第

一
号
冒
頭
に
お
い
て
松
浦
は
、
「
同
志
社
女
学
校
の

特
質
」
を
述
べ
、
そ
の
開
校
の
基
本
理
念
が
、
「
国
{
永

九
一
 
0
(
明
治
四
一
己
年
、
当
時
教
育
顧
問
で
あ
っ
た
松

本
亦
太
郎
の
「
高
等
女
学
校
以
上
の
程
度
に
於
て
女

子
の
精
神
を
開
発
す
る
為
め
に
高
尚
な
る
文
芸
的
或

は
自
然
科
学
的
、
或
は
精
神
科
学
的
の
知
識
を
授
く

る
を
目
的
と
し
て
居
る
女
学
校
」
(
「
女
子
高
等
教
育
機

関
の
設
置
問
題
」
二
八
号
)
の
設
置
を
求
め
る
気
運
を

高
め
、
次
第
に
「
同
志
社
女
学
校
に
大
学
部
を
開
設

せ
ざ
る
可
ら
ず
L
 
令
同
志
社
女
子
大
学
部
設
置
に
関
す
る

私
見
L
三
一
=
方
)
と
い
う
状
況
を
生
み
出
し
、
つ
い
に

「
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
豐
男
頭
の
所
感
」
と

題
す
る
松
本
の
喜
び
に
み
ち
た
儒
を
三
三
号
に
飾

る
に
至
っ
九
。

か
く
て
、
本
誌
に
よ
っ
て
新
島
襄
の
目
指
し
た
女

子
教
育
の
理
念
が
、
着
々
と
花
開
き
実
を
結
ん
で
き

た
姿
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
外
、
同
志
社
女
子
部
の
教
育
に
つ
い
て
、
ま

九
、
そ
の
研
究
上
の
成
果
の
一
端
を
示
す
需
稿
と

し
て
、
海
老
名
弾
正
、
中
瀬
古
六
郎
、
原
田
助
、

雀
部
顕
宣
、
水
崎
基
一
、
山
中
丙
、
恒
藤
恭
、

松
田
道
、
滝
山
徳
三
、
中
桐
契
郎
、
加
簾
龍
太

郎
氏
な
ど
の
、
い
ま
は
懐
か
し
き
思
い
出
の
人
々
の

も
の
が
数
多
く
存
在
す
る
。

(
坂
本
武
人
・
女
子
大
学
教
授
)
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